
１　総括

(1) 人件費の状況（普通会計決算）

(2) 職員給与費の状況（普通会計決算）

　　　　　　　

（注） 1　職員手当には退職手当を含まない。

       2　職員数は、平成26年4月1日現在の人数である。

       3　給与費については再任用短時間勤務職員の給与費を含み、職員数には当該職員を含んでいない。

(3) ラスパイレス指数の状況（各年4月1日現在）

    （注） 1  ラスパイレス指数とは、全地方公共団体の一般行政職の給料月額を同一の基準で比較するため、

　　　　　　国の職員数(構成)を用いて、学歴や経験年数の差による影響を補正し、国の行政職俸給表(一)適用

　　　　　　職員の俸給月額を１００として計算した指数。

　　　　　 2　類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似している団体のラスパイレス指数を単純平均し

　　　　　　たものである。

　　　　　 3　平成25年は、国家公務員の時限的な（2年間）給与改定・臨時特例法による給与減額措置が

　　　　　　無いとした場合の値である

(4) 給与制度の総合的見直しの実施状況について
①　給料表の見直し【　実施　未実施　】

（給料表の改定時期）　平成２７年４月１日

（内容）一般行政職の給料表について、国の見直し内容を踏まえ、平均２．８％引下げ。

若年層については、１級及び２級の初任給に係る号給以外の号給の引下げを行った。

高齢層については、３級以上の級の高位号給は、最大４％程度引下げを行った。

激変緩和のため、１年間の経過措置（現給保障）を実施。

他の給料表については、一般行政職給料表との均衡を踏まえて見直しを実施。

②　地域手当の見直し

　実施内容

４月１日時点 遡及改定後

国基準による支給割合 6% 7% 9% 10%

日立市の支給割合 6% 7% 9% 10%

平成２６年度
の支給割合

平成２７年度の支給割合
見直し後の支給割合

（H28.4.1）

日立市の給与・定員管理等について

27年度

2,094,517

一人当たり

給与費 B/A

6,943
27年度

人 千円

1,247 8,658,517

職員数

（参考）人件費率

千円千円

歳出額　

Ａ　

千円 千円

Ｂ／Ａ　

6,541

3,805,627 13,240,16470,271,925

26年度の人件費率

　　　　　千円

5,003,501

一人当たり給与費

％

(参考)類似団体平均

18.8

％

19.7

千円千円

1,560,499

給　　　　　　　　　与　　　　　　　　　費

期末・勤勉手当

人 千円

Ａ 　　計　　Ｂ給　 料

人件費

Ｂ　

住民基本台帳人口

（28年1月1日）

実質収支
区分

186,675

区分

職員手当

(H25.4.1)

97.8 
(H25.4.1)

98.6 

(H25.4.1)

98.5 

(H26.4.1)

97.8 

(H26.4.1)

98.7 

(H26.4.1)

98.6 

(H27.4.1)

98.2 

(H27.4.1), 

98.7 

(H27.4.1), 

98.7 

(H28.4.1)

97.9 

(H28.4.1), 

99.3 

(H28.4.1)

, 99.1 

90.0

95.0

100.0

105.0

110.0

日立市 類似団体平均 全国市平均
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③　その他の見直し内容　管理職員特別勤務手当について、国と同様に見直しを実施
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２　職員の平均給与月額、初任給等の状況

(1) 職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（平成28年4月1日現在）
①一般行政職

②技能労務職

平均年齢 職員数

公　務　員

322,953 円 

42.7歳

平均給料月額

うち
用務員

440,825 円 

（国比較ベース）

374,698 円

42.1歳

325,020 円 

331,816 円 

334,377 円 

平均給与月額

54.8歳

 -   -   -   -  国 50.4歳 2,876人 

うち

学校給食員

 -  

46.5歳

55.2歳

茨城県

 -  

243,400 円

199,900 円

 -  

387,998 円 366,042 円

類似団体
（一般市類型Ⅳ－２）

347,236 円

 -  

322,035 円

用務員

 -  

329,358 円

調理士

 -  

平均給与月額

平均給与月額 平均給与月額

364,080 円 

民　　　間

407,553 円 

平均年齢

-

 -  

対応する民間

 -  

 -  

391,900 円

1.62

2.29346,333 円

336,903 円

 -  46人 

384,743 円14人 

457,700 円

388,972 円

6人 

国

日立市

52.5歳

53.6歳

101人 

区    分

（国比較ベース）

日 立 市

茨 城 県

（A）

332,772 円

393,243 円56.5歳

264人 

43.9歳 391,367 円 

416,020 円 374,794 円 

410,984 円 

平均給与月額

参　考

平均給料月額

Ａ／Ｂ
の類似職種

 -  

（B）

 -  

 -  48.8歳 302,111 円 344,276 円

区　　分 平均年齢

類似団体（一般市類型Ⅳ－２）

43.6歳

287,447 円
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  のではない。

③教育職

④消防職

(注) 1　「平均給料月額」とは、平成28年4月1日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均である。

     2　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時間外勤務　　　　　 

　　　手当などのすべての諸手当の額を合計したものであり、地方公務員給与実態調査において明らかに

　　　されているものである。　

　　　　また、「平均給与月額（国比較ベース）」は、比較のため、国家公務員と同じベース（＝時間外　　

　　　勤務手当等を除いたもの）で算出している。

(2) 職員の初任給の状況（平成28年4月1日現在）

高校卒  -  

消　防　職

技能労務職

うち

用務員
2,732,900 円

302,480 円 

372,669 円 

日 立 市

169,900 円 

149,000 円 

 -  

大学卒 202,400 円 

高校卒

平均給与月額

2.01

区　　　　　分

高校卒

37.8歳

7,131,100 円

180,100 円 

288,171 円 類似団体（一般市類型Ⅳ－２） 38.3歳

平均年齢

一般行政職

茨　城　県

149,000 円 

 -   -   -  

298,292 円 類似団体（一般市類型Ⅳ－２） 389,563 円 

日　立　市

176,700 円 

 -  

高校卒

176,700 円 

 -  

36.8歳

 -  

　 いては前年度に支給された期末・勤勉手当、民間においては前年に支給された年間賞与の額を加えた試算値である。

区    分

367,736 円 

平均年齢

茨 城 県 425,981 円 44.7歳

日立市

341,694 円 

平均給与月額

日 立 市

区　　分 年収ベース（試算値）の比較

（Ｃ） （Ｄ）

茨 城 県

うち
学校給食員

区　　分

 -  

144,400 円 

中学卒

大学卒

公　務　員

※年収ベースの「公務員（C）」及び「民間（D）」のデータは、それぞれ平均給与月額を12倍したものに、公務員にお

 -  

Ｃ／Ｄ

39.8歳

参　　考

民　　　間

201,200 円 

 -  

411,179 円 

326,937 円 

大学卒

 -  

 -  

 -  

 -  

136,000 円 

146,800 円 144,600 円 

国

 -  

339,514 円 

6,451,216 円

（国比較ベース）

平均給与月額

142,000 円 

2.61

※技能労務職の職種と民間の職種等の比較にあたり、年齢、業務内容、雇用形態等の点において完全に一致しているも　

※民間データは、賃金構造基本統計調査において公表されているデータを使用している。  (平成25～平成27の3ヶ年平均)

教　育　職
176,700 円 

平均給料月額

156,600 円 

318,067 円 

平均給料月額

3,209,100 円
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(3) 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成28年4月1日現在）

３　一般行政職の級別職員数等の状況

(1) 一般行政職の級別職員数及び給料表の状況（平成28年4月1日現在）

（注） 1　一般行政職とは、消防職、企業職、技能労務職及び教育職等を除いた職である。

       2　日立市職員の給与に関する条例に基づく給料表の級区分による職員数である。

       3　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務である。

経験年数２０年

342,393 円 

349,200円

次長、参事

大学卒

191,700円

308,440 円 

361,800円

 -  

 -  

高校卒

407,300円

 -  

373,100 円 

7級 1.5%

279,700 円 

409,400円

教　育　職

消　防　職

373,082 円 

354,400 円 

 -  

 -  

408,400 円 

378,400 円 

1号給の
給料月額

経験年数２５年

-

 -  

227,900円

経験年数１０年

高校卒

一般行政職

構成比標準的な職務内容

8部長

11

中学卒

 -  

6級

4級 225

13.2%

31.5%

企画員、係長、主幹3級

2級 主事

1級 246,600円

303,400円

392,200円

382,200円

5級 287,100円

261,100円

10.6%

18.5%

76

132

主事、主事補

78 10.9%

大学卒

高校卒

大学卒

職員数

副参事、課長補佐

課長補佐、企画員、係長、主査

94

高校卒

区　　　分

1.1%

参事補、課長

区　　分

8級

255,900 円 

 -  

 -  

最高号給の
給料月額

326,980 円 

91

141,600円

12.7%

243,700 円 

 -  

経験年数３０年

 -  

253,300 円 388,575 円 

367,275 円 

310,600 円 

 -  

 -  

技能労務職

 -  

 -  

 -  

467,800円

444,100円

317,700円
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(2) 昇給への勤務成績の反映状況

１　　勤務成績の評定の実施状況

　   　　地方公務員法第40条に基づき、毎年１回全職員に対して勤務成績の評定を実施。

２　　昇給への勤務成績の反映状況

　　　勤務成績の評定結果に基づき、昇給区分を決定。

　　　昇給区分の割合は、概ね上位区分（5号給以上）15％、標準区分（3号給）85％になるように設定。

1級 10.6% 1級 9.3% 1級 10.1%

2級 12.7%
2級 11.3%

2級 6.8%

3級 18.5%
3級 20.0% 3級 27.4%

4級 31.5% 4級 33.5%
4級 29.7%

5級 13.2% 5級 13.5%
5級 17.7%

6級 10.9% 6級 10.2%
6級 7.2%

7級 1.5% 7級 1.1%
7級 0.4%

8級 1.1% 8級 1.1% 8級 0.7%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

平成28年の構成比 １年前の構成比 ５年前の構成比
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４　職員の手当の状況

(1) 期末手当・勤勉手当

千円 千円

（27年度支給割合） （27年度支給割合） （27年度支給割合）

期末手当　　　　　　　　　　勤勉手当 期末手当　　　　　　　　　　勤勉手当 期末手当　　　　　　　　　　勤勉手当

 月分  月分  月分  月分  月分  月分

( ）月分 ( ）月分 （ ）月分 ( ）月分 （ ）月分 ( ）月分

（加算措置の状況） （加算措置の状況） （加算措置の状況）

 職制上の段階、職務の級等による加算措置  職制上の段階、職務の級等による加算措置  職制上の段階、職務の級等による加算措置

・役職加算5～20%　 ・役職加算5～20%　・管理職加算15～25% ・役職加算5～20%　・管理職加算10～25%

（注）　(  )内は、再任用職員に係る支給割合である。

【参考】勤勉手当への勤務実績の反映状況

１　勤務成績の評定方法

地方公務員法第40条に基づき、毎年2回全職員に対して勤務成績の評定を実施。

２　勤勉手当への勤務実績の反映状況

    勤務成績の評定結果に基づき、評定区分（4区分）を決定。

　　評定区分別の割合が、概ね上位区分（82.5/100以上）40％、標準区分（72/100）60％になるように設定。

(2) 退職手当（平成28年4月1日現在）

勤続２０年 月分 月分 勤続２０年 月分 月分

勤続２５年 月分 月分 勤続２５年 月分 月分

勤続３５年 月分 月分 勤続３５年 月分 月分

最高限度額 月分 月分 最高限度額 月分 月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置 その他の加算措置 定年前早期退職特例措置

(2%～45%加算) (2%～45%加算)

１人当たり平均支給額　　　　 0＾

（注）　退職手当の１人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額である。

(3) 地域手当（平成28年4月1日現在）

千円

千円

％ 人 ％

497,266

49.5949.59

41.325

29.145 34.5825

20,144千円

１人当たり平均支給額（27年度）

2.60

日立市（茨城県内各市町村共通） 国

1.451.45

29.145

41.325

25.5562520.445

支給職員１人当たり平均支給年額（27年度決算）

支給対象地域 支給対象職員数

1,727

2.60

0.75

支給率

1,385 10

49.59

34.5825

 -  

支給実績（27年度決算）

 - 

1.60

25.55625

0.75

１人当たり平均支給額（27年度）

1,676

0.75 1.45

2.60

茨 城 県日 立 市 国

49.59

359,036

国の制度（支給率）

日立市

1.60

49.59

20.445

1.60

49.59

10
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(4) 特殊勤務手当（平成28年4月1日現在）

千円

　円

　％

行旅死亡人又は変死人の処
理作業に従事したとき

①ごみ収集作業、便槽調査作
業又は浄化槽放流水採取作
業に従事したとき
②犬、猫等の死体処理作業に
従事したとき

動物の治療、給餌及び収容
施設の清掃等の業務に従事
したとき。

地上10m以上の高所で市規
則で定める作業に従事したと
き
乳剤舗装作業に従事したとき

①消防職員(救急救命処置の
業務に従事した救急救命士を
除く)が救急業務に従事したと
き②救急救命士が救急救命
処置の業務に従事したとき

消防職員が水火災等の災害
に出場したとき

特別救助隊に所属する消防
職員

消防機関勤務員

1,978 千円

1,208 千円

28 千円

支給実績
（H27年度決算）

市規則で定める救護、防疫、
防除の作業に従事したとき

高所での業務
に従事する職
員

3,253 千円

左記職員に対する支給単価

①出張して市規則で定める調
査・整理事務に従事したとき
②出張して市税の滞納整理
事務に従事したとき
③出張して市税滞納による財
産差押事務に従事したとき
④出張して差押物件の引上
げ事務に従事したとき

主な支給対象業務

44.9

3　行旅死亡人取扱手当

15種類

7,667 千円

33,775

21,009

支給職員１人当たり平均支給年額（27年度決算）

支給実績（27年度決算）

①1日について150円
②1日について300円
③1回について300円
④1回について500円

主な支給対象職員

市税等の調
査・整理事務
に従事する職
員

保健衛生事務
に従事する職
員

社会福祉事務
に従事する職
員

不快な業務に
従事する職員

動物の飼育治
療に従事する
職員

123 千円

572 千円

12 千円

315 千円

0 千円

10　特別救助隊員手当

11　消防機関勤務員手当

1日について150円

1回について2,000円

①1日について150円
②1回について300円

1日について150円

1日について150円

1日について150円

①1回について150円
②1回について510円

1回について200円

1当務について150円

150 千円
7　道路舗装手当

6　高所作業手当

救急業務に従
事する職員

消防業務に従
事する職員

職員全体に占める手当支給職員の割合（27年度）

手当の名称

手当の種類（手当数）

道路舗装業務
に従事する職
員

特別救助隊に
所属する消防
職員

5　動物飼育治療手当

1　市税等調査整理手当

4　汚物作業手当

消防機関勤務
員

2　防疫作業手当

1当務について
1級　300円
2級　250円
3級　200円(ただし、日

8　救急業務手当

9　水火災等出場手当
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(5) 時間外勤務手当

千円

千円

千円

千円

(6) その他の手当（平成28年4月1日現在）

円

円

主な支給対象業務

用地交渉、建物等の移転交
渉業務に従事し、市長が特に
認めたとき

交渉業務に従
事する職員

１日について150円

1日について
250円以上350円以内
の範囲で市長が定める
額

-

異なる内容 （27年度決算）

１日について150円

建築指導課の職員が出張して
建築基準法(昭和25年法律第
201号)に基づく違反建築物の
取締り又は指導業務に従事し
たとき

保育園、母子生活支援施設
又は児童館の職員(市長が指
定する職員を除く)

1日について
500円以内の範囲で市
長が定める額

0 千円

34 千円

5,604 千円

68 千円

平均支給年額

国の制度

315

住居手当

職員の居住する借家・借間
【支給要件】
　自ら居住するための住宅を借り受け、
現に当該住宅に居住し、月額12,000
円を超える家賃を払っている職員
【支給額】
　家賃23,000円以下
　　→家賃額－12,000円
　家賃23,000円を超え55,000円未満
　　→(家賃額－23,000円)×1/2
　　　＋11,000円

148,222-

71,206

左記職員に対する支
給単価

14　保育手当

との異同

支給職員１人当たり支給実績

312

支給実績（27年度決算）

建築指導業務
に従事する職
員

保育業務に従
事する職員

上記以外の危
険、不快、不健
康又は困難な
業務に従事す
る職員

前各号のほか、著しく危険、不
快、不健康又は困難な業務に
従事し、市長が特殊勤務手当
を支給することを特に必要と
認めたとき

430,851

13　建築指導手当

12　用地交渉手当

手当の名称
支給実績

（H27年度決算）

千円同じ

233,053千円

（27年度決算）

同じ

284,826

主な支給対象職員

扶養手当

15　特殊業務手当

配偶者13,000円
配偶者以外6,500円
(配偶者のいない場合、扶養親族のうち
1人は11,000円)
特定期間の加算5,000円

手　当　名 内容及び支給単価

職員１人当たり平均支給年額（27年度決算）

職員１人当たり平均支給年額（26年度決算）

426,123支給実績（26年度決算）

国の制度と

9



円

円

円

円

-

94,659千円

異なる内容

異なる 支給単価

平均支給年額

106,168

管理職手当 200,620

1,776 千円

通勤手当

国の制度と
内容及び支給単価

１．交通機関等利用者
【支給要件】
通勤のために交通機関等の利用を常
例とすること、運賃等の負担を常例とす
ること、徒歩により通勤するものとした
場合の通勤距離が片道２ｋｍ以上であ
ること
【支給額】
運賃等相当額が55,000円以下につい
ては運賃等相当額

２．自動車等の使用者
【支給要件】
通勤のために自動車等の使用を常例
とすること、徒歩により通勤するものとし
た場合の通勤距離が片道２ｋｍ以上で
あること
【支給額】

手　当　名

91,366千円

609,789

支給職員１人当たり支給実績

同じ

との異同

7,309

国の制度

28,776
管理職員特別

勤務手当

宿日直手当

千円

（27年度決算）

勤務の種類 支給額
週休日 7,000 円

休日 8,000 円
年末年始 9,000 円

片道の使用距離 支給額

  5km未満 2,000 円

  5km以上10km未満 4,200 円

 10km以上15km未満 7,100 円

 15km以上20km未満 10,000 円

 20km以上25km未満 12,900 円

 25km以上30km未満 15,800 円

 30km以上35km未満 18,700 円

 35km以上40km未満 21,600 円

 40km以上45km未満 24,400 円

 45km以上50km未満 26,200 円

 50km以上55km未満 28,000 円

 55km以上60km未満 29,800 円

 60km以上    31,600 円

休日 平日深夜

部長等 12,000 円 6,000 円

次長・参事等
参事補

10,000 円 5,000 円

課長等 8,000 円 4,000 円

副参事等

課長補佐等
6,000 円 3,000 円

係長職の施設の長 6,000 円 3,000 円

支給額
職名

職務の級 職員の職 支給額

８級 部長等 90,500 円

次長 75,900 円

参事等 71,500 円

参事補 63,300 円

課長等 59,100 円

副参事等 48,400 円

課長補佐等 44,400 円

課長補佐等 42,000 円

係長職の施設の長 30,500 円

７級

６級

５級

４級

10



５　特別職の報酬等の状況（平成28年4月1日現在）

／

／

／

／

／

月分 （職務加算20%）

月分 （職務加算20%）

　　（算定方式）

（注） 1　給料の（　）内は、特例条例による減額措置を行う前の金額である。                   

　　　 2　退職手当の「1期の手当額」は、4月1日現在の給料月額及び支給率に基づき、1期（4年＝

　　　　48月）勤めた場合における退職手当の見込額である。                                 

　　　  　なお、支給率（市長…5.5、副市長…3.1）は茨城県内各市町村共通である。

６　職員数の状況

(1) 部門別職員数の状況と主な増減理由 （各年4月1日現在）

欠員不補充（△6）、業務増(17)

欠員不補充（△1）、業務増(2)

事業の統廃合縮小等（△5）

業務増（4）

欠員不補充(△3)

人

人）

人

人）

人

（注） 1　職員数は一般職に属する職員数である。

人口1万人当たり職員数　　　　　　　　　　

＜参考＞

 -

43.77人口1万人当たり職員数　　　　　　　　　　

47.51（類似団体の人口１万人当たり職員数

820,800 円 

850,000 円 

市 長

副 議 長

957,900 円 

47人

14人

衛　生

計

労　働

農　水

＜参考＞

事業の統廃合縮小等（△3）

市 長

13人

退
職
手
当 副 市 長

 -

期
末
手
当

報
酬

3.15

550,000 円 

税　務

21,073,800 円 

66人

△3人

普
通
会
計
部
門

　　　　　　　　　　区分
部門

欠員不補充(△3)、業務増（1）

3人

9人142人 133人

67人

817人

293人

4人

△2人

人口1万人当たり職員数　　　　　　　　　　

欠員不補充(△2)

74.89

615,000 円 

　　（27年度支給割合）

279人

　　（27年度支給割合）

510,000 円 

3.15

883,000 円 

(  1,030,000 円)

総　務

消防部門

64人

△2人

794人

 -  -

△1人

1,398人

[ 1,999人 ]

69人

193人

小　計

水　道

147人

160人

 -

（類似団体の人口1万人当たり職員数

事業の統廃合縮小等（△3）、施設増（3）

＜参考＞

62人

36人

45人その他

△7人

副 市 長

　   957,900円 × 在職年 × 5.5

平成28年

645,000 円 

（支給時期）

（任期毎）

（１期の手当額）

420,000 円 

520,000 円 

商　工

土　木

196人

1,394人 4人

△5人

43人

事業の統廃合縮小等（△16）△11人

23人

10人

1,247人

合　　計

小　計

会
計
部
門

公
営
企
業
等

下水道

△2人

教育部門 149人

19人
一
般
行
政
部
門

議　会

民　生

職 員 数

553,000 円 

580,000 円 456,000 円 

（任期毎）　   820,800円 × 在職年 × 3.1

主 な 増 減 理 由

10,177,920 円 

平成27年

10人

対前年
増減数

議 員

副 議 長

議 長

議 員

給 料 月 額 等

副 市 長

議 長

140人

34人

42人

292人

1,258人

61人 1人

266人

[ 1,999人 ]

欠員不補充(△2)

11人 67.39

64.56

市 長

区　　　分

給
料

(  855,000 円)

1,075,000 円 

770,000 円 

（参考）類似団体における最高／最低額
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　　　 2　[     ]内は、条例定数の合計である。
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(2) 年齢別職員構成の状況（平成28年4月1日現在）

(3) 職員数の推移
（各年4月1日現在）

（注） 　各年における定員管理調査において報告した部門別職員数

                                             

147人

1,398147

140人

1,398人

一般会計計

未満

△64人

人 人

計

人

以上

～

人

59歳55歳

人

～～

31

26年

799人

170人

296人

1,265人

145人

1,462人 1,394人

296人

177人

1,427人

1,262人

165人

1,444人

167人

1,247人

188113 137

23歳

293人

794人

295人

160人192人

56歳

47歳 51歳

165 163

36歳

～

1,410人

52歳48歳

公営企業等会計計

一般行政

　　　　　　　　　　区分

部門

区　分

27歳

職員数

消　防

31歳

～ ～

20歳

～

人 人

129

人

7

人 人

40歳

35歳

～

76

人

20歳

～

28歳

～

24歳 32歳 44歳

27年23年 24年 25年 28年

(△4.4%)

188人

296人

1,278人

166人

789人808人 817人 9人

1,295人

150

39歳 43歳

60歳

人

92

人

(△2.9%)

(△22.4%)

(△1.0%)

過去5年間の
増減数(率)

(1.1%)

総合計

△43人

△3人

△37人

△27人

292人

1,258人

149人教　育

794人

(△16.2%)

0

2

4

6

8

10

12

14

16

構成比

５年前の構成比

%
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７　公営企業職員の状況

(1)　水道事業

① 職員給与費の状況

 ア　決算

　　　　　　　

（注） 1　職員手当には退職手当を含まない。

       2　職員数は、平成28年3月31日現在の人数である。

イ　 特記事項

なし

② 職員の基本給、平均月収額及び平均年齢の状況（平成28年4月1日現在）

（注）  1　団体平均とは、全国市町村（政令指定都市を除く。）における平均である。  

        2　平均月収額には、期末・勤勉手当等を含む。  

③ 職員の手当の状況

ア　期末手当・勤勉手当

千円　 千円　

月分 月分 月分 月分

月分 月分 月分 月分

（注）　(  )内は、再任用職員に係る支給割合である。

（加算措置の状況） （加算措置の状況）

職制上の段階、職務の級等による加算措置 -

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

1,683 1,465

（27年度支給割合） （26年度支給割合）

(  1.45  ) (  0.75  ) - -

2.60 1.60 - -

・役職加算5～20%　

日立市企業局 43.9歳 327,719 円  588,572 円  

6,760 6,191

区　　分 平均年齢 基本給 平均月収額

日 立 市 企 業 局 団 体 平 均

１人当たり平均支給額（27年度） １人当たり平均支給額（27年度）

団体平均 44.7歳 346,797 円  514,785 円  

558,881 14.7 14.2

区分
職員数 給　　　　　　　　　与　　　　　　　　　費 一人当たり (参考)　市町村平均

Ａ 給　 料

千円 千円 千円

80

職員手当 期末・勤勉手当 　　計　　Ｂ 給与費 B/A

308,351 101,184 131,249 540,784

一人当たり給与費

27年度
人 千円 千円 　　　　　千円

総費用に占める （参考）

職員給与費比率 26年度の総費用に占区分
総費用 　純損益又は

実質収支

職員給与費

Ａ  Ｂ　 Ｂ／Ａ める職員給与費比率

27年度
千円 千円 千円 ％ ％

3,804,353 479,836
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イ　退職手当（平成28年4月1日現在）

（支給率） （支給率）

勤続２０年 月分 月分 勤続２０年 月分 月分

勤続２５年 月分 月分 勤続２５年 月分 月分

勤続３５年 月分 月分 勤続３５年 月分 月分

最高限度額 月分 月分 最高限度額 月分 月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置 その他の加算措置

(2%～45%加算)

１人当たり平均支給額　　　　 １人当たり平均支給額　　　　

（注）　退職手当の１人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額である。

ウ　地域手当（平成28年4月1日現在）

千円

千円

％ 人 ％

エ　特殊勤務手当（平成28年4月1日現在）

千円

　円

　％

手当の名称

職員全体に占める手当支給職員の割合（27年度）

支給実績
（H27年度決算）

2　停水処分手当

1　滞納整理手当

4　事故処理待機手当

3　危険物取扱手当

主な支給対象職員

滞納整理事務
に従事する職
員

停水処分事務
に従事する職
員

水質検査に従
事する職員

待機勤務に従
事する職員

左記職員に対する支給単価

1日について150円

1日について500円

1回について200円

(1)夜間待機1回につい
て
ア　イからエまでに掲げ
る日以外の日8,000円
イ　週休日10,000円
ウ　休日10,000円
エ　年末年始12,000円
(2)休日待機1回につい
て
ア　週休日6,000円
イ　休日9,000円
ウ　年末年始11,000円

支給職員１人当たり平均支給年額（27年度決算） 375,114

支給対象地域 支給率 支給対象職員数 国の制度（支給率）

支給実績（27年度決算） 7,404

支給職員１人当たり平均支給年額（27年度決算） 112,170

日立市 10 77

手当の種類（手当数） 6

10

主な支給対象業務

45 千円

141 千円

155 千円

6,916 千円

20,144千円 15,855千円

支給実績（27年度決算） 30,010

49.59 49.59 - -

20.445 25.55625 - -

日立市（茨城県内各市町村共通） 団 体 平 均

自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

41.325 49.59 - -

29.145 34.5825 - -

82.5

滞納整理事務に従事したとき

水道料金等の滞納のため、停
水処分の事務に従事したとき

次亜塩素酸ナトリウムを取り扱
う業務又は特殊薬品を使用し
て水質検査に従事したとき

日立市企業職員待機勤務規
程(昭和54年水道局規程第8
号)の規定に基づく事故処理
のため待機勤務に従事する職
員
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オ　時間外勤務手当

千円

千円

千円

千円

（注） 時間外勤務手当には、休日勤務手当を含む。

カ　その他の手当（平成28年4月1日現在）

円

円

円

円

円

円

同じ -

12,184 千円

107,680

299

支給実績（27年度決算） 23,637

職員１人当たり平均支給年額（27年度決算）

12,885

左記職員に対する支給
単価

1回について500円

1日について500円以内
の範囲で管理者が定め
る額

通勤手当

住居手当

248,644

管理職員特別
勤務手当

市規則に準じて支給

560,216管理職手当 市規則に準じて支給

宿日直手当 千円 0

上記以外の危
険、不快、不健
康又は困難な
業務に従事す
る職員

千円

市規則に準じて支給 千円

320

国の制度
との異同

国の制度と
異なる内容

内容及び支給単価

7,107

5,070 千円

職員１人当たり平均支給年額（26年度決算）

手　当　名

5　汚泥清掃手当

手当の名称

6特殊業務手当

23,637

主な支給対象職員

汚泥清掃業務
に従事する職
員

市規則に準じて支給 同じ

支給実績（26年度決算）

-

631 千円 31,550

異なる 支給単価 0

281,634

扶養手当 市規則に準じて支給 同じ -

支給実績
（27年度決算）

支給職員１人当たり

平均支給年額

（27年度決算）

支給実績
（H27年度決算

49 千円

94 千円

前各号のほかに、著しく危険、
不快、不健康又は困難な業務
に従事し、管理者が特殊勤務
手当を支給することを特に認
めたとき

主な支給対象業務

配水池の清掃に従事したとき

勤務の種類 支給額

週休日 9,000 円
休日 11,000 円

年末年始 13,000 円
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(2)　下水道事業

① 職員給与費の状況

 ア　決算

　　　　　　　

（注） 1　職員手当には退職手当を含まない。

       2　職員数は、平成28年3月31日現在の人数である。

イ　 特記事項

なし

② 職員の基本給、平均月収額及び平均年齢の状況（平成28年4月1日現在）

（注）  1　団体平均とは、全国市町村（政令指定都市を除く。）における平均である。  

        2　平均月収額には、期末・勤勉手当等を含む。  

③ 職員の手当の状況

ア　期末手当・勤勉手当

千円　 千円　

月分 月分 月分 月分

月分 月分 月分 月分

（注）　(  )内は、再任用職員に係る支給割合である。

総費用に占める （参考）

職員給与費比率 26年度の総費用に占

Ｂ／Ａ める職員給与費比率

区分
総費用 　純損益又は

実質収支

職員給与費

Ａ  Ｂ　

　　計　　Ｂ 給与費 B/A 一人当たり給与費

27年度
人 千円 千円 　　　　　千円 千円 千円

5.2

区分
職員数 給　　　　　　　　　与　　　　　　　　　費 一人当たり (参考)　市町村平均

Ａ 給　 料 職員手当 期末・勤勉手当

27年度
千円 千円 千円 ％ ％

3,992,331 202,528 196,278 4.9

団体平均 43.6歳 343,506 円  511,273 円  

日 立 市 企 業 局 団 体 平 均

41,346 164,044

日立市企業局 46.0歳 333,813 円  566,178 円  

千円

23 7,132 6,190

区　　分 平均年齢 基本給 平均月収額

96,448 26,250

(  1.45  ) (  0.75  ) - -

（加算措置の状況） （加算措置の状況）

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

2.60 1.60 - -

１人当たり平均支給額（27年度） １人当たり平均支給額（27年度）

1,723 1,448

（26年度支給割合） （26年度支給割合）

職制上の段階、職務の級等による加算措置 -

・役職加算5～20%　
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イ　退職手当（平成28年4月1日現在）

（支給率） （支給率）

勤続２０年 月分 月分 勤続２０年 月分 月分

勤続２５年 月分 月分 勤続２５年 月分 月分

勤続３５年 月分 月分 勤続３５年 月分 月分

最高限度額 月分 月分 最高限度額 月分 月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置 その他の加算措置

(2%～45%加算)

１人当たり平均支給額　　　　 １人当たり平均支給額　　　　

（注）　退職手当の１人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額である。

ウ　地域手当（平成28年4月1日現在）

千円

千円

％ 人 ％

エ　特殊勤務手当（平成27年4月1日現在）

千円

　円

　％

4 特殊業務手当 上記以外の危
険、不快、不健
康又は困難な
業務に従事す

前各号のほかに、著しく危険、
不快、不健康又は困難な業務
に従事し、管理者が特殊勤務
手当を支給することを特に認

0 千円

1日について500円以内
の範囲で管理者が定め
る額

20.445 25.55625 - -

29.145 34.5825 - -

日立市（茨城県内各市町村共通） 団 体 平 均

自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

876 千円

支給対象地域 支給率 支給対象職員数 国の制度（支給率）

日立市 10 24 10

20,144千円 9,151千円

支給実績（27年度決算） 9,419

支給職員１人当たり平均支給年額（27年度決算） 392,468

41.325 49.59 - -

49.59 49.59 - -

1日について500円

手当の名称

1　滞納整理手当

手当の種類（手当数） 4

支給実績（27年度決算） 903

支給職員１人当たり平均支給年額（27年度決算） 43,005

職員全体に占める手当支給職員の割合（27年度） 87.5

滞納整理事務
に従事する職
員

滞納整理事務に従事したとき
1 千円

1日について150円

3 汚物作業手当

2　危険物取扱手当

水質検査に従
事する職員

次亜塩素酸ナトリウムを取り扱
う業務又は特殊薬品を使用し
て水質検査に従事したとき

27 千円

1回について200円

主な支給対象職員 主な支給対象業務
支給実績

（H27年度決算）
左記職員に対する支給単価

不快な業務に
従事する職員

(1)　池の川処理場のスクリー
ン池、曝気沈殿池、エアレー
ションタンク、最終沈殿池、塩
素混和池、汚泥濃縮槽、薬注
混和槽、コンポストプラント及
びポンプ場内に入り点検、修
理作業に従事したとき
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オ　時間外勤務手当

千円

千円

千円

千円

（注） 時間外勤務手当には、休日勤務手当を含む。

カ　その他の手当（平成28年4月1日現在）

円

円

円

円

円

234,430

内容及び支給単価 平均支給年額

（27年度決算）

支給実績（27年度決算） 4,755

職員１人当たり平均支給年額（27年度決算） 198

国の制度
との異同

国の制度と
異なる内容

支給実績（26年度決算） 4,382

職員１人当たり平均支給年額（26年度決算） 183

82 千円 16,400
管理職員特別

勤務手当
市規則に準じて支給

92,720

管理職手当 市規則に準じて支給 4,422 千円 491,259

通勤手当 市規則に準じて支給 同じ - 2,040 千円

住居手当 市規則に準じて支給 同じ - 891 千円 297,000

扶養手当 市規則に準じて支給 同じ - 3,751 千円

支給実績
（27年度決算）

支給職員１人当たり

手　当　名
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